運動方程式
【例題】質量 2.0kg のおもりに糸をつけて持った。重力加速度の大きさは 9.8m/s2 と
　　　し、糸の質量は無視できるものとして、次の問いに答えよ。

（１）この物体を 下向きに 1.8m/s2 の加速度で運動させた。

　　　このときの糸の張力の大きさを求めよ。

【解説】運動方程式を立てる前にまず自分で向きの正負を設定します。

①上向きをプラスした場合

　重力加速度は下向きなので　－9.8
　今回の加速度も下向きなので－1.8

　張力Tは上向きなので
　　＋T
②下向きをプラスにした場合
　重力加速度は下向きなので　＋9.8
　今回の加速度も下向きなので＋1.8

　張力Tは上向きなので
　　－T
このどちらで計算しても同じ答えになります。

マイナスを減らすため今回は下向きをプラスにして説明します。

運動方程式はma＝Fですが、言葉だと

(質量)×(加速度)＝(合力)　となります。

今回の問題では

(質量)＝2.0
(加速度)＝＋1.8　（下向きをプラスと設定したので）

(合力)＝＋mg－T　＝　2.0×9.8－T

（重力は下向きなのでプラス、張力Tは上向きなのでマイナス）

まとめると　

1.8m＝mg－T

1.8×2.0=2.0×9.8－T

この方程式を解いて、T＝16(N)

